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２
０
１
６
年
賀
詞
交
歓
会

  

山
積
す
る
政
策
・
組
織
課
題
に

           

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む

Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
新
春
旗
開
き

Ｊ
Ｒ
九
州
及
び
グ
ル
ー
プ
の
発
展
と

  

そ
こ
に
働
く
社
員
の
幸
せ
を
更
に
追
求
し
て
い
く
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JRの最大産別として、政
策制度、組織課題を主導
的に解決し、安全で社会
に信頼されるJRを築こう！

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
１
月
６
日
、

東
京
都
内
で
２
０
１
６
年
賀
詞

交
歓
会
を
開
催
し
、
連
合
・
交

運
労
協
を
は
じ
め
各
産
別
組
織

等
労
働
団
体
、
民
主
党
等
の
政

党
、
Ｊ
Ｒ
連
合
国
会
議
員
懇
談

会
及
び
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
友

誼
団
体
な
ど
各
界
か
ら
２
０
０

人
の
参
加
の
も
と
、
新
た
な
年

の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

　

冒
頭
、
Ｊ
Ｒ
連
合
を
代
表
し

て
松
岡
会
長
が
挨
拶
に
立
ち
、

①
２
０
１
６
春
闘
、
②
参
議
院

選
挙
、
③
政
策
課
題
、
④
安
全
、

⑤
組
織
課
題
等
、
多
岐
に
わ
た
っ

て
２
０
１
６
年
の
取
り
組
み
課

題
を
提
起
し
た
。
中
で
も
春
闘

に
つ
い
て
は
「
中
期
労
働
政
策

ビ
ジ
ョ
ン
に
示
し
た
、
Ｊ
Ｒ
産

業
に
働
く
労
働
者
の
あ
る
べ
き

姿
、
賃
金
・
労
働
条
件
の
目
指

す
べ
き
数
値
目
標
を
掲
げ
て
、

取
り
組
み
を
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
上
で
、

連
合
が
訴
え
る
底
上
げ
・
底
支

え
、
格
差
是
正
に
寄
与
す
る
取

り
組
み
の
春
闘
と
し
た
い
。
Ｊ

Ｒ
８
単
組
・
グ
ル
ー
プ
労
組
の

益
々
の
奮
闘
を
期
待
す
る
と
と

も
に
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
き
た
い
」
。
参
議
院
選
挙
に

つ
い
て
は
、
「
重
要
な
課
題
で

あ
る
政
策
課
題
実
現
の
た
め
に

も
推
薦
候
補
当
選
に
む
け
全
力

で
闘
う
」
と
決
意
を
示
し
た
。

　

ま
た
、
「
先
人
・
先
輩
の
力

強
い
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
一

定
の
成
果
を
上
げ
て
き
た
民
主

化
闘
争
の
完
遂
に
向
け
、
当
該

単
組
・
支
援
単
組
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
む
」
と
あ
ら
た
め
て

決
意
を
語
っ
た
。

　

続
い
て
、
多
く
の
御
来
賓
が

出
席
す
る
中
、
労
働
界
を
代
表

し
て
連
合
の
逢
見

直
人
事
務
局
長
は
、

「
実
質
賃
金
の
向

上
が
実
感
で
き
る

春
闘
に
し
た
い
」

と
、目
前
に
控
え

た
２
０
１
６
春
闘

へ
の
意
気
込
み
を

明
ら
か
に
し
た
。

Ａ　

２
に
つ
い
て
は
、
退
職
後
に

　

競
業
避
止
義
務
を
課
す
た
め
に

　

は
、
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
職
業

　

選
択
の
自
由
を
制
限
す
る
も
の

　

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
使
用
者
と

　

労
働
者
の
間
に
、
労
働
者
の
退

　

職
後
の
競
業
に
つ
い
て
こ
れ
を

　

避
止
す
べ
き
義
務
を
定
め
る
合

　

意
が
必
要
で
す
。
制
限
の
期
間

　

や
場
所
的
範
囲
、
業
種
に
限
ら

　

ず
、
必
要
か
つ
合
理
的
な
範
囲

　

で
そ
の
法
的
根
拠
を
明
示
す
る

　

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　

３
に
つ
い
て
は
、
在
職
中
は
、

　

就
業
規
則
や
労
働
契
約
に
定
め

　

が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
労
働

　

者
は
秘
密
保
持
義
務
を
負
う
と

　

解
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

よ
っ
て
、
解
答
は
２
と
３
に

　

な
り
ま
す
。

（
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
検
定
問
題
集

２
０
１
5
﹇
中
級
問
題
﹈
よ
り
出
題
）

Ｑ　労働契約上の権利義務について、誤っているものをすべて選
　びなさい。

政党・労働団体・友誼団体などの各界からの参加者で会場は埋め尽くされた

2016春闘への意気込みを語る逢見
直人連合事務局長

一致団結して安全最優先の取り組みを進めると決意
を示す荻山中央執行委員長

ＪＲ九州の株式上場を控え、組合員の幸せを更に追
求する運動の方向性を示す許斐元文中央執行委員長

各単組・グループ労組の代表と御来賓を前に、2016年の年
頭所感を申し述べる松岡裕次会長

１　使用者が兼業を許可制としている場合でも、許可のない兼業
　に対して懲戒処分ができるのは、その会社での業務遂行に支障
　をもたらす場合や、会社の対外的信用を汚す場合に限られる。
２　労働者の退職後に競業避止義務を課すためには、就業規則に
　おいて制限の期間、場所的範囲、業種を明確にすれば足りる。
３　就業規則や労働協約に定めがない場合には、労働者は在職中
　に秘密保持義務を負わない。
４　不正競争防止法によって保護される「営業秘密」に該当する
　といえるためには、①秘密管理性、②有用性、③非公知性の要
　件を満たす必要がある。

２
０
１
６
春
季
生
活
闘
争

 
Ｊ
Ｒ
８
単
組
・
グ
ル
ー
プ
労
組
の

      
益
々
の
奮
闘
を
期
待
し

            
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
を

　

さ
ら
に
、
住
野
敏
彦
交
運
労

協
議
長
、
羽
田
雄
一
郎
民
主
党

企
業
団
体
委
員
長
、
吉
田
忠
智

社
民
党
党
首
、
Ｊ
Ｒ
連
合
国
会

議
員
懇
談
会
の
榛
葉
賀
津
也
参

議
院
議
員
（
副
会
長
）
、
伴
野

豊
衆
議
院
議
員
（
副
会
長
）
、小

川
淳
也
衆
議
院
議
員
（
事
務
局

３
０
０
人
が
出
席
し
、
一
層
の

安
全
の
確
立
を
誓
っ
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
、
荻
山

市
朗
中
央
執
行
委
員
長
は
「
昨

年
で
福
知
山
線
列
車
事
故
か
ら

10
年
が
経
過
し
、
責
任
組
合
と

し
て
、
職
場
の
視
点
、
働
く
者

の
視
点
か
ら
、
具
体
的
な
安
全

対
策
の
実
効
性
を
さ
ら
に
高
め

る
た
め
の
「
Ｊ
Ｒ
西
労
組
安
全

提
言
」
を
策
定
し
て
き
た
。
提

言
の
具
現
化
に
む
け
て
、
グ
ル
ー

プ
の
皆
さ
ん
を
含
め
た
全
組
合

員
が
一
致
団
結
し
、
安
全
最
優

先
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
」

と
強
い
決
意
を
表
明
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
12
月
に
Ｊ
Ｒ
西

労
組
結
成
か
ら
25
年
を
迎
え
る

こ
と
に
も
ふ
れ
、
こ
の
機
に
諸

先
輩
た
ち
の
築
い
た
Ｊ
Ｒ
西
労

組
を
将
来
に
わ
た
っ
て
引
き
継

い
で
い
く
た
め
に
も
、
し
っ
か

り
と
こ
の
間
の
取
り
組
み
を
振

り
返
る
運
動
を
行
っ
て
い
く
と

語
っ
た
。
さ
ら
に
、
７
月
の
参

議
院
選
挙
に
つ
い
て
は
、
尾
立

源
幸
（
Ｊ
Ｒ
連
合
国
会
議
員
懇
・

参
議
院
）
を
は
じ
め
各
選
挙
区

候
補
お
よ
び
全
国
比
例
の
連
合

推
薦
立
候
補
者
の
森
屋
た
か
し

氏
（
私
鉄
総
連
）
、か
わ
い
た

か
の
り
氏
（
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
）
、

難
波
奨
二
氏
（
参
議
院
・
Ｊ
Ｐ

労
組
）
の
当
選
に
む
け
て
全
力

で
取
り
組
む
こ
と
を
出
席
者
に

強
く
要
請
し
た
。

　

そ
の
後
、
連
合
大
阪
、
近
畿

交
運
労
協
、
Ｊ
Ｒ
連
合
国
会
議

員
懇
の
尾
立
源
幸
参
議
院
議
員
、

泉
健
太
衆
議
院
議
員
な
ど
多
く

の
来
賓
者
か
ら
激
励
と
連
帯
の

言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

　

出
席
者
全
員
で
、
安
全
の
確

立
を
含
め
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
責
任

あ
る
労
働
組
合
と
し
て
社
会
的

な
使
命
を
し
っ
か
り
果
た
す
こ

と
を
誓
い
合
っ
た
。

て
も
春
闘
で
あ
る
が
、
昨
年
は

ベ
ア
３
０
０
円
の
回
答
を
得
た
。

今
年
は
グ
ル
ー
プ
会
社
に
お
い

て
も
委
託
料
の
引
き
下
げ
な
ど
、

ベ
ア
を
行
い
や
す
い
環
境
を
整

え
て
い
た
だ
き
た
い
。
」
と
出

席
者
ら
に
力
強
く
要
請
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
松
岡
裕
次

会
長
と
吉
田
祥
司
組
織
部
長
が

出
席
、
連
合
福
岡
の
髙
島
会
長

や
Ｊ
Ｒ
九
州
の
青
柳
代
表
取
締

役
社
長
、
村
山
大
宰
府
市
議

（
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
議
員
団
長
）
、

民
主
党
及
び
社
民
党
の
代
表
者

ら
か
ら
激
励
と
連
帯
の
言
葉
を

い
た
だ
い
た
。

　

今
年
、
Ｊ
Ｒ
九
州
は
い
よ
い

よ
株
式
上
場
と
な
る
。
Ｊ
Ｒ
九

州
及
び
グ
ル
ー
プ
の
発
展
と
そ

こ
に
働
く
社
員
の
幸
せ
を
更
に

追
求
し
て
い
く
こ
と
を
出
席
者

全
員
で
確
認
し
合
っ
た
旗
開
き

と
な
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
西
労

組
は
、
１
月

７
日
に
大
阪

市
内
に
お
い

て
、
「
２
０

１
６
年
安
全

を
誓
い
前
進

を
期
す
る
集

い
」
を
開
催

し
た
。
集
い

に
は
来
賓
や

Ｊ
Ｒ
西
労
組

組
合
員
ら
約

年
の
株
式
上
場
を
見
据
え
た
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
振
り
返
っ

た
。
ま
た
、
春
闘
に
つ
い
て
は
、

「
今
日
は
旗
開
き
だ
が
、
闘
い

の
狼
煙
を
上
げ
る
時
で
あ
る
。

労
働
組
合
の
闘
い
は
何
と
言
っ

で
き
る
か
不
安
だ
っ
た
が
、
Ｊ

Ｒ
連
合
国
会

議
員
懇
談
会

を
は
じ
め
、

現
場
を
支
え

て
い
た
だ
い

て
い
る
組
合

員
の
皆
さ
ん
、

会
社
も
含
め

て
関
係
者
の

努
力
に
よ
り

今
日
ま
で
来

る
こ
と
が
で

き
た
」
と
今

　
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
は
、
１
月
９

日
、
福
岡
市
内
で
２
０
１
６
年

新
春
旗
開
き
を
開
催
、
労
働
団

体
・
政
党
・
友
誼
団
体
・
Ｊ
Ｒ

九
州
労
組
役
員
及
び
会
社
な
ど

２
０
０
人
が
出
席
し
た
。

　

冒
頭
、
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
の
許

斐
元
文
中
央
執
行
委
員
長
が
挨

拶
に
立
ち
、
「
昨
年
は
統
一
地

方
選
で
組
織
内
候
補
７
人
が
全

員
当
選
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
し
て
、
６
月
に
は
Ｊ
Ｒ
会
社

法
改
正
法
が
可
決
、
成
立
し
た
。

Ｊ
Ｒ
発
足
時
に
は
本
当
に
上
場

知
っ
て
活
か
そ
う
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
㉕

ＪＲ西労組  安全を誓い前進を期する集い
諸先輩たちの築いた

ＪＲ西労組運動を
将来にわたって繋いでいく

長
）
、
広
田
一

参
議
院
議
員

（
幹
事
）、21
世

紀
の
鉄
道
を
考

え
る
議
員
フォ
ー

ラ
ム
で
７
月
の

参
議
院
選
挙
に

立
候
補
予
定
の

難
波
奨
二
参
議

院
議
員
が
挨
拶

に
立
っ
た
。

　

今
年
も
諸
課

題
が
山
積
す
る

中
、
Ｊ
Ｒ
各
単

組
と
グ
ル
ー
プ

90
単
組
が
一
丸

と
な
り
、
課
題

解
決
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と

を
確
認
し
合
っ

た
。
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自
然
災
害
の
被
災
現
場
を
視
察

 

高
波
被
害
の
大
き
な
爪
痕
の
残
る
被
災
現
場

第 511号（２）
　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
１
月
６
日
、

都
内
で
執
行
部
・
単
組
及
び
グ

ル
ー
プ
労
組
役
員
が
参
加
し
て

新
春
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

　

日
本
大
学
法
学
部
教
授
の
岩

井
奉
信
氏
を
講
師
に
迎
え
、

「
２
０
１
６
年
日
本
政
治
の
展

望　

参
議
院
選
挙
と
安
倍
政
治

の
ゆ
く
え
」
を
テ
ー
マ
に
講
演

を
受
け
た
。
岩
井
氏
は
日
本
大

学
法
学
部
教
授
で
専
門
は
日
本

政
治
論
。
政
策
研
究
フ
ォ
ー
ラ

ム
理
事
、
生
産
性
本
部
評
議
員

な
ど
も
お
勤
め
に
な
り
、
コ
メ

院
の
過
半
数
の
議
席
を
獲
得
し

た
ら
、
い
よ
い
よ
憲
法
改
正
へ

の
動
き
が
始
ま
る
。
安
倍
政
権

が
こ
こ
ま
で
声
高
に
「
経
済
」を

前
面
に
出
す
の
は
憲
法
改
正
に

対
し
て
ま
だ
ま
だ
抵
抗
が
あ
る

か
ら
で
あ
り
、
あ
え
て
憲
法
改

正
や
安
全
保
障
法
制
に
関
心
が

集
ま
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
国
会
論
戦
や
参

議
院
選
挙
で
は
安
倍
政
権
が
こ

れ
か
ら
何
を
し
よ
う
と
し
て
い

る
の
か
、
ま
さ
に
憲
法
改
正
の

問
題
を
争
点
化
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
民
主

党
を
は
じ
め
野
党
が
こ
こ
に
集

中
で
き
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ

る
」
と
語
っ
た
。

　

ま
た
、
18
歳
選
挙
権
引
き
下

げ
に
つ
い
て
も
ふ
れ
、
「
若
い

人
に
政
治
に
関
心
を
持
っ
て
も

ら
う
た
め
に
は
、
若
い
人
に
と
っ

て
こ
そ
税
金
な
ど
、
負
担
が
多

く
な
る
こ
と
を
認
識
し
て
も
ら

う
必
要
が
あ
る
。物
を
既
に
持
っ

て
い
る
年
配
者
に
比
べ
こ
れ
か

ら
多
く
の
物
を
買
う
若
い
人
の

方
が
税
負
担
は
大
き
く
な
る
」

と
参
議
院
選
挙
に
む
け
た
若
い

世
代
の
政
治
へ
の
関
心
を
喚
起

す
る
運
動
の
展
開
に
期
待
す
る

コ
メ
ン
ト
も
あ
っ
た
。

◇

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
今
年
７
月
の

参
議
院
選
挙
に
む
け
て
は
、
組

合
員
一
人
ひ
と
り
に
、
「
政
治

に
は
無
関
心
で
い
ら
れ
て
も
無

関
係
で
い
ら
れ
な
い
」
こ
と
を

広
く
伝
え
、
支
援
す
る
候
補
者

の
当
選
に
む
け
て
取
り
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
今
後
の
政

治
活
動
の
推
進
に
つ
な
が
る
大

変
有
意
義
な
セ
ミ
ナ
ー
と
な
っ

た
。

西
日
本
旅
客
鉄
道
労
働
組
合
（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
）

 

西
日
本
Ｊ
Ｒ
バス
地
方
本
部
（
大
阪
府
大
阪
市
）

組合事務所
めぐり
㉖

　
Ｊ
Ｒ
西
労
組
西
バ
ス
地
本
は
、
関
西

随
一
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
大
阪
駅
・
梅
田
駅

か
ら
徒
歩
５
分
と
い
う
大
変
便
利
な
場

所
に
あ
り
ま
す
。
１
９
０
１
年
７
月
に

現
在
地
に
移
転
し
て
き
た
大
阪
駅
は
、

大
阪
駅
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
２
０
０

４
年
か
ら
始
ま
り
、
再
開
発
エ
リ
ア
は

「
大
阪
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
」
と
名

付
け
ら
れ
、
２
０
１
１
年
５
月
に
グ
ラ

ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
２
年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る

大
阪
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
・
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
「T

w
ilight F

antasy 

〜
光
が
奏
で
る
水
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
を

紹
介
し
ま
す
。
11
月
上
旬
か
ら
２
月
中

旬
ま
で
の
間
、
Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
・
大
阪
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
５
階
「
時
空
の
広

場
」
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
Ｊ
Ｒ 

大
阪
駅
が
、
光
揺
ら
め
く
幻
想
空
間
へ
。

光
が
奏
で
る
水
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
、
無
数
の
光
が
織
り
な
す

感
動
空
間
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
休
日
に
は
ラ
イ
ブ
や
コ
ン
サ
ー
ト

も
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

手
軽
な
観
光
と
し
て
は
、
大
阪
駅
周

辺
を
エ
リ
ア
周
回
バ
ス
「
う
め
ぐ
る
バ

ス
」
が
他
社
の
運
行
で
は
あ
り
ま
す
が
、

10
分
強
の
間
隔
で
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
「
う
め
き
た
広
場
」
で
は
レ

い
た
だ
き
、
グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大
阪
や

大
阪
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
な
ど
を
散

策
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

特
集
・
夏
の
参
議
院
選
挙
に
む
け
て

講師：岩
いわ

井
い

奉
とも

信
あき

教授

大森岡山市長をはじめ交通政策担当者と意見交換

台風17号による影響で路盤流出した豊郷～清畠間

7月の参議院選挙を目前に喫緊の政治課題についての講演は
有意義なセミナーとなった

選
挙
運
動
で
出
来
る
こ
と
っ
て
何
？（
そ
の
１
）

ンテ
ー
タ
ー

と
し
て
も

た
び
た
び

テ
レ
ビ
出

演
し
て
い

る
。

　

講
演
で

岩
井
氏
は
、

安
倍
政
権

の
暴
走
に

ついて「
次

の
参
議
院

選
挙
で
自

民
党
が
単

独
で
参
議

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
昨
年
11
月
21

日
、
Ｊ
Ｒ
北
労
組
の
仲
間
と
と

も
に
、
現
地
視
察
を
行
っ
た
。

自
動
車
で
接
近
で
き
る
被
災
箇

所
は
少
な
く
、
主
と
し
て
９
月

に
被
災
し
た
豊
郷
〜
清
畠
間
の

路
盤
流
出
箇
所
に
赴
い
た
。

　
Ｊ
Ｒ
北
海
道
「
日
高
本
線
」

は
、
昨
年
１
月
、
低
気
圧
に
伴

う
波
浪
の
影
響
で
、
厚
賀
〜
大

■　
Ｊ
Ｒ
北
海
道
・
日
高
本
線

「
苫
小
牧
〜
様
似
間
」

狩
部
間
の
護
岸
根
固
め
工
の
一

部
が
損
壊
し
当
該
箇
所
か
ら
盛

土
が
流
出
し
た
。
ま
た
そ
の
他

近
傍
箇
所
で
も
小
規
模
な
土
砂

流
出
が
発
生
。
以
降
、
鵡
川
〜

様
似
間
が
不
通
と
な
っ
て
お
り
、

昨
年
１
月
以
降
「
鵡
川
〜
静
内

間
」
及
び
「
静
内
〜
様
似
間
」

の
２
区
間
で
バ
ス
代
行
輸
送
が

行
わ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
９
月
の
台
風
17
号

の
影
響
で
、
豊
郷
〜
清
畠
間
に

お
け
る
海
岸
浸
食
防
止
用
鋼
矢

さ
を
痛
感
し
た
。

　

一
方
、
視
察
前
の
11
月
16
日
、

「
日
高
本
線
の
本
格
復
旧
に
向

け
、
国
土
交
通
省
（
北
海
道
運

輸
局
）
は
、
復
旧
に
か
か
る
と

さ
れ
る
約
30
億
円
の
う
ち
、

国
が
事
業
費
の
３
分
の
１
程
度

を
補
助
す
る
方
針
を
固
め
、
同

月
18
日
に
Ｊ
Ｒ
北
海
道
及
び
道

と
開
く
『
Ｊ
Ｒ
日
高
線
検
討
会

議
』
で
提
案
す
る
」
、
「
鉄
道

構
造
物
の
長
寿
命
化
に
向
け
た

改
良
に
充
て
ら
れ
る
『
鉄
道
施

設
総
合
安
全
対
策
事
業
費
補
助

金
』
の
適
用
を
検
討
す
る
」
旨

の
報
道
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
同

日
に
は
沿
線
自
治
体
の
首
長
ら

が
Ｊ
Ｒ
北
海
道
本
社
を
訪
れ
要

望
書
を
提
出
。
観
光
資
源
を
活

用
し
た
外
国
人
客
の
誘
致
や
オ

リ
ジ
ナ
ル
駅
弁
の
開
発
等
の
利

用
促
進
策
を
行
う
旨
を
説
明
、併

せ
て
通
学
・
通
院
に
便
利
な
ダ

イ
ヤ
設
定
等
を
要
望
し
、
Ｊ
Ｒ

側
は
首
長
ら
の
提
言
を
歓
迎
し

た
と
報
じ
ら
れ
た
。
Ｊ
Ｒ
北
海

道
側
も
同
程
度
の
復
旧
費
用
を

負
担
す
る
方
向
で
調
整
を
始
め

て
お
り
、
沿
線
住
民
ら
の
期
待

感
が
高
ま
っ
て
い
る
。　

自
然
災
害
で
甚
大
な
被
害
を
受

け
た
ロ
ー
カ
ル
線
の
復
旧
支
援

の
取
り
組
み
は
重
要
な
継
続
課

題
で
あ
り
、
引
き
続
き
当
該
単

組
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
北
労
組
と
と
も

に
、
動
向
を
見
守
り
つ
つ
、
持

続
可
能
な
公
共
交
通
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
政
治
・
行
政
へ
の

建
設
的
な
提
言
と
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
く
。

板
が
倒
れ
、
路
盤

が
流
出
。
厚
賀
〜

大
狩
部
間
で
も
護

岸
壁
の
波
返
し
部

が
破
損
し
、
路
盤

が
流
出
す
る
と
い

う
追
加
被
害
も
発

生
。
そ
の
後
も
10

月
の
発
達
性
低
気

圧
の
接
近
等
で
被

害
が
拡
大
し
て
お

り
、
爪
痕
の
大
き

　

昨
年
11
月
29
日
、
Ｊ
Ｒ
連
合

は
岡
山
市
の
公
共
交
通
の
お
か

れ
て
い
る
状
況
を
把
握
す
る
べ

く
現
地
調
査
を
行
っ
た
。
岡
山

駅
前
よ
り
路
面
電
車
（
Ｍ
Ｏ
Ｍ

Ｏ
）
に
乗
車
し
、
超
低
床
式
車

両
、
低
騒
音
・
低
振
動
に
加
え

低
料
金
な
次
世
代
型
路
面
電
車

（
Ｌ
Ｒ
Ｔ
）
シ
ス
テ
ム
を
実
感

し
た
。
し
か
し
、
路
面
電
車
は
、

市
中
を
回
遊
す
る
形
に
は
な
っ

て
い
な
い
。ま
た
、
市
内
周
遊

バ
ス
「
め
ぐ
り
ん
」
、
環
境
対

策
・
健
康
増
進
等
の
観
点
か
ら

施
行
さ
れ
て
い
る
「
大
規
模
レ

ン
タ
ル
自
転
車
シ
ス
テ
ム
」
に

つ
い
て
も
状
況
を
見
聞
し
た
。

現
在
、
路
面
電
車
の
岡
山
駅
東

口
広
場
へ
の
乗
り
入
れ
が
検
討

さ
れ
て
い
る
が
、
バ
ス
へ
の
渋

滞
の
影
響
な
ど
、
懸
念
の
声
も

あ
り
調
整
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
Ｊ
Ｒ
吉
備
線
に
お

い
て
は
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
化
が
議
論
さ

れ
、
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
沿

線
活
性
化
・
利
用
促
進
・
ま
ち

づ
く
り
と
の
連
携
・
周
辺
部
の

足
の
確
保
等
課
題
は
多
い
が
、

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
間
で

調
整
・
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

翌
30
日
に
は
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組

の
仲
間
と
と
も
に
、
Ｊ
Ｒ
連
合

地
方
議
員
団
連
絡
会
に
所
属
す

け
た
後
、
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
、

「
チ
ー
ム
公
共
交
通
」形
成
に

向
け
た
取
り
組
み
を
説
明
し
意

見
交
換
を
行
っ
た
。

　

人
口
増
加
局
面
に
あ
る
政
令

指
定
都
市
で
あ
る
同
市
か
ら
は

「
人
口
減
少
に
転
じ
る
前
に
で

き
る
こ
と
が
あ
る
」
「
人
口
減

少
社
会
に
向
け
て
の
各
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
の
意
識
改
革
を
こ

れ
か
ら
徐
々
に
や
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
」
と
の
話
を
受
け
、

他
自
治
体
と
は
異
な
る
状
況
や

交
通
政
策
を
積
極
的
に
推
進
す

る
市
の
姿
勢
を
感
じ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
も
同
市
公
共
交
通
を
形

づ
く
る
当
事
者
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
岡
山
地
本
と

連
携
し
、
政
策
立
案
・
提
言
活

動
へ
活
か
し
て
い
く
。

る
楠
木
忠
司
岡

山
市
議
会
議
員

と
と
も
に
、
岡

山
市
の
大
森
雅

夫
市
長
及
び
交

通
政
策
担
当
者

と
意
見
交
換
を

実
施
し
た
。

　

市
か
ら
は
、

「
岡
山
市
都
市

交
通
戦
略
」
な

ど
の
紹
介
を
受

　

公
職
選
挙
法
で
は
公
示
（
告

示
）
後
の
選
挙
運
動
に
は
様
々

な
ル
ー
ル
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

支
援
者
・
団
体
が
こ
の
ル
ー

ル
を
逸
脱
し
た
場
合
、
連
座
制

に
よ
り
直
接
候
補
者
本
人
が
関

与
し
て
い
な
く
て
も
、
当
選
が

無
効
と
な
る
こ
と
も
あ
る
の
で

選
挙
運
動
の
ル
ー
ル
を
知
っ
て

お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

〈
選
挙
運
動
で
で
き
る
こ
と
〉

○
街
頭
演
説

　

街
頭
演
説
を
行
う
と
き
は
、

選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
交
付
さ

れ
た
標
旗
を
掲
げ
、
そ
の
場
に

留
ま
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
選
挙
運
動
員
は
15
名
以

下
、
腕
章
が
必
要
。
連
呼
は
し

て
も
よ
い
。
た
だ
し
、
学
校
や

病
院
な
ど
の
周
辺
で
騒
が
し
く

長
時
間
の
演
説
や
、
街
頭
演
説

の
場
所
で
の
ポ
ス
タ
ー
看
板
の

掲
示
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

○
連
呼

　

個
人
演
説
会
や
街
頭
演
説
、

選
挙
運
動
に
使
用
さ
れ
る
自
動

車
（
午
前
８
時
か
ら
午
後
８
時

ま
で
）
で
の
連
呼
は
し
て
も
良

い
。
た
だ
し
、
候
補
者
な
ど
と

街
頭
演
説
用
・
乗
車
用
の
腕
章

を
つ
け
た
人
の
み
に
限
る
。

○
自
動
車
の
使
用

　

自
動
車
に
乗
車
で
き
る
の
は
、

候
補
者
、
運
転
手
１
人
、
乗
車

用
腕
章
（
交
付
４
枚
）
を
付
け

た
運
動
員
（
４
人
以
内
）
の
合

計
最
大
６
人
。
乗
車
用
腕
章
を

付
け
て
い
な
い
人
が
自
動
車
に

乗
る
こ
と
は
禁
止
。

　

自
動
車
に
取
り
付
け
る
選
挙

運
動
用
の
ポ
ス
タ
ー
・
看
板
は

横
幅
２
７
３
㎝
×
縦
幅
73
㎝
以

内
で
あ
れ
ば
、
枚
数
制
限
は
な

い
。

○
ビ
ラ
の
配
布

　

政
党
の
ビ
ラ
な
ど
ポ
ス
テ
ィ

ン
グ
が
認
め
ら
れ
て
い
る
ビ
ラ

を
敷
地
内
（
集
合
住
宅
も
含
む
）

の
郵
便
受
け
に
入
れ
て
も
良
い
。

し
か
し
、
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
の
集

合
住
宅
で
ロ
ッ
ク
の
外
の
郵
便

受
け
へ
の
投
函
は
良
い
が
、
ロ
ッ

ク
の
中
ま
で
入
っ
て
投
函
す
る

こ
と
は
違
法
。

ン
タ
サ
イ
ク
ル
の

利
用
も
可
能
で
す
。

電
動
ア
シ
ス
ト
付

の
自
転
車
も
用
意

が
あ
る
の
で
、
是

非
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

お
近
く
に
お
越

し
の
際
は
是
非
地

方
本
部
に
お
越
し

感動空間を体験できる大阪ステーショ
ンシティ「Twilight Fantasy」

地
方
議
員
団
と
考
え
る
「
チ
ー
ム
公
共
交
通
」

 

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
間
で
の
調
整
を
重
視

■
　
岡
山
県
岡
山
市

安
倍
政
権
の
暴
走
を

 
食
い
止
め
る
に
は
憲
法
改
正
の

       
争
点
化
が
必
要
不
可
欠

新春セミナー


